
見
仏
に

つ
い
て

(
小

峰
)

二
二
六

見

仏

に

つ

い

て

小

峰

弥

彦

見
仏
に
関
す
る
問
題
は
、
特
に
釈
尊
滅
後
の
仏
教
に
お
い
て
重
要
で

(
1
)

あ
り
、

か
つ
念
仏
や
観
仏
と
も
か
ら
み
あ
い
、
さ
ら
に
は
仏
教
全
般
を

通
じ
て
の
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
従
つ
て
、
見
仏
に
つ
い
て
の
検
討

は
仏
教

の
根
本
問
題

の

一
端
に
触
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
こ

れ
は
仏
教
全
般
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
は

『
喩
伽
論
』
を

手
掛
り
と
し
て
法
身

の
問
題
を
中
心
に
、
仏
教
者
か
仏
を
如
何
に
認
識

し
、
か

つ
そ
れ
を
体
現
し
て
い
つ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
い
き
た

い
。
こ
の

『
喩
伽
論
』
は
巻
十
九
に
見
仏
に
関
す
る
五
偶
を
説
く
か
、

(2
)

そ
の
第

一
偶
は

『
金
剛
般
若
経
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
経
論
に
引
用
せ

ら
れ
法
身
を
見
る
場
合
に
重
視
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
(
こ
の
偶
は
A
n
-

g
u
t
t
a
r
a
-
N
i
k
a
y
a
.
 
v
o
l
.
 
I
I
.
 
p
.
 
7
1

に
対
応
さ
れ
る
。
)ま
た

『喩
伽
論
』
は

(
3
)

こ
の
釈
中
に
、
S
n
t
t
a
n
i
-
P
a
t
a

よ
り
の
引
用
偶
を
掲
げ
て
論
ず
る
か
、

(4
)

そ
れ
は

『
大
毘
婆
沙
論
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
同
偶

で
あ

る
。
従

つ
て
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
今
は
原
始
仏
教
、
阿
毘
達
磨
、
大

乗
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
の
見
仏
思
想
の

一
側
面
を
見
る
こ
と
に

し
た
い
。
そ
こ
で
、

『
喩
伽
論
』
の
偶
を
あ
げ
れ
ば

若

以
レ
色
量
レ
我

以
二
音
声

一尋
レ我

欲
貧
所

二執
持

一

彼
不
レ
能
レ
知
レ
我

若

於
レ
内
了
知

於
レ
外
不
レ
能
レ
見

由

二内
果

一観
察

彼
音
声
所
引

若
於

レ
内
無

レ知

於
レ
外
而
能
見

由

二外
果

一観
察

亦
音
声
所
引

若
於
レ
内
無

レ知

於
レ
外
不
レ
能
レ
見

彼
普
障
二
愚
夫

一

亦
音
声
所
引

若
於
レ
内

了
知

於
レ外
亦
能
見

英
雄
出
離
慧

非

二音
声
所
引

-
(大

正

・
三
十

・
三
八
二
・

b
-

c
)

こ

の
第

一
偶

は
法

身

と
し

て

の
仏

を

見

る

も

の

で
あ

つ
て
、

色

身

を

否

定

し
、

法
身

を

主

張

す

る

と

い
う

意

味

で

重

要

で

あ

り
、

従

つ

て

『
喩
伽

論

』

は

こ

の
偶

を

釈

し

て
、

明
確

に
法

身

を

見

る

こ

と

こ

そ
仏

を

見

る

こ
と

で
あ

る

と
論

じ

て
来

る
。

即

ち
、

諸
賢

聖
除
断
調
伏
。
超

コ
越
欲
貧

一得

二
聖
慧

眼
幻
彼
由
二
如
レ
是
聖
慧
眼

一故
。

於

レ内

証
謝
解
如
来
法
身
殉
錐
下
於
レ外
見

二
如
来

色
身

鱒
或
見
二
制
多
或
図
画
等

一

而

能
了
知
加
非
二
第

一
義
応
正
等
覚

殉
彼
由
下
如
レ是
於
レ
内
正
知
於
レ
外

正
観
加

不
レ
随

二他
論
及
他
音
声
幻
不
レ
信
コ
順
他

一非

二
他
所
引

殉
於
二
仏
法
僧

一決

定
信

受
。

如
レ
是
皆
由
三
如
レ
実
了
訓
知
如
来
法
身

一故
。
致
レ
如
レ
此
。

復

次
今
当

二略
弁
二
上
所
説
義
殉
謂
薄
伽

梵
。

此

中
略

示
下
若

唯
世

俗

見

二如

来

一者
則

不
二
決
定
一
〇若
以
二
勝
義
一見
二
如
来

一者

是
則

決

定
加

(
三
十

・
三

八
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二
・
c
)

以
上
の
如
く
、
内
に
如
来

の
法
身
を
証
解
し
、
外
に
正
し
く
観
察
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
煩
悩
に
よ
つ
て
分
別
す
る
如
来

の
色

身
、
即
ち
如
来
の
色
身
を
纒
綿
す
る
煩
悩
に
よ
つ
て
見
る
こ
と
は
、
見

仏
そ
の
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
よ
う
な
見
を
否
定

し
法
身
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
内
外

の
問
題
は
、
内
は
仏
教
内
部
を
外
は
外
道
を
も
か
ら
ま
せ
て
い
る
(
「近
二

不
善
人
一聞
二不
正
法
幻
随
コ逐
他
論
及
他
音
声
刈
信
訓順
於
他
一他
所
コ引
摂
幻
他
所

引
故
於
二
仏
法
僧
一還
生
二殿
訪
ご

同
三
八
二
・
c
)
と
考
え
ら
れ
る
か
、
し

か
し
、
内
外
い
つ
れ
に
し
て
も
、

そ
れ
は
自
己
自
身
に
お
い
て
仏
を
見

る
こ
と
に
基
本
か
お
か
れ
、
内
の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
。
そ
し
て
内
の

問
題
と
し
て
法
身
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
当
然
そ
こ
に
具
体
的
な
実
践

と
し
て
の
長
い
修
道
の
階
程
に
よ
つ
て
如
来
を
見
、
こ
れ
を
自
己
の
う

ち
に
体
現
す
る
こ
と
に
深
い
意
味
か
あ
る
。
つ
ま
り
、
如
実
に
如
来

の

法
身
を
知
る
こ
と
か
で
き
な
い
の
は
、
虚
妄
分
別
の
欲
貧
を
断
ず
る
こ

と
か
で
き
な
い
こ
と
に
起
因
し
、
そ
の
結
果
他
論
の
音
声
に
引
か
れ
る

こ
と
と
と
な
る
。
そ
こ
で

『
喩
伽
論
』
は
、
こ
れ
ら
を
断
ず
る
た
め
に

経
証
と
し
て
S
u
t
t
a
n
i
-
P
a
t
a
 

(
N
o
.
 
1
0
3
6
,
 
1
0
3
7
)
 

の
偶
を
引
用
す
る
。

念
慧
与
二名
色
一

今
問
是
一
切

何
当
二永
滅
尽
一

唯
願
為
レ我
説

念
慧

与
二名
色
一

我
説
是
一
切

若
諸
識
永
滅

於
レ斯
永
滅
尽

(三
十
・
三
八

六
・
b
)

即
ち
、

虚
妄
分
別
に
よ
つ
て
生
じ
た
色
想
を
除
く
た
め
に
、
そ
の
根

本
で
あ
る
識
の
滅
を
説
き
、
さ
ら
に
、
除
色
想

の
具
体
的
な
修
道
と
し

て
四
念
処
観
を
あ
げ
注
釈
す
る
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば

於
二四
念
住
-若
念
若
慧
已
善
修
故
。
已
善
証
コ得
清
浄
識
一故
唯
有
二決
定
殉

於
二無
余
依
浬
墾
界
中
善
清
浄
識
一当
二永
滅
一故
。
若
念
若
慧
亦
随
永
滅
。
余

依
所
摂
先
業
所
引

一
切
名
色
亦
随
滅
尽
。
(
三
十

・
三
八
七
.
 a
)

こ
こ
に
除
色
想
も
結
局
、
識
住

の
問
題
と
し
て
識
の
滅
を
説
く
こ
と

に
な
る
か
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
第

一
三
六
巻
に
内

に

「色
想
無
く
し

て

外
色
を
観
ず
」
(
二
七
・
七
〇
四
・
b
)
と
し
て
具
体
的
に
除
色
想

に
関

(5
)

し
、

三
種

の
観

法

を

あ

げ

る
。

(
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
も
八
背
捨
を
説

く

(6
)

(7
)

中
に
同

じ
喩
を
あ
げ
除
色
想
を
論

じ
て
い
る
。
)
つ

い
で
、
S
u
t
t
a
n
i
-
p
a
t
a
 

よ

り

衆

義

品
、

波

羅
衛

品

の
引

用
偶

を

あ

げ
、

先

の

観

法

を

身

念

住

と

し
、

こ

の
引

用

偶

を

法
念

住

と
論

じ

て

い
る
。

問
除
色
想
言
有
二
多
処
説
殉
謂
此
処
説
二
雑
慈
幻
亦
言
二
入
無
色
定
除
去
色
想

殉

波
羅
衛
摯
亦
作
二
是
説
幻
諸
有
除
色
想

能
除
一二

切
身

一於
二
内
外
法

中
一無

レ

有
一一不
レ
見
者
一

衆
義
品
中
亦

二是

説

一

於

二想
有
想

一非
二
即
離

一

亦
非
二
無

想

一非
二除
想

一

如
レ是
平
等

除
二
色
想
一

無

レ有
二
染
著
彼
因
縁

一ー
中
略
ー

此
除
色
想
是
身
念
住
。
波
羅

衛
摯
衆
義
品
説
。
除

色
想
是
法
念
住
。

(
二
七
.
 

七
〇
六

・
a
-

b
)

か

く

し

て
、

こ

こ
に
身

念

住

に

お

け

る

死

の
確

認

か

ら

法
念

住

へ
と

進

む
過

程

を

み
る

こ
と

か

で
き

る

か
、

さ

ら

に

法
念

住

に
関

し

て

は
、

『
大

智

度

論

』

に
も

詳

細

に
論

じ

ら
れ

て

い
る
。

た

と
え

ば

法

念

処

を

説

く
中

「
菩

薩

云
何

観

二
法

念

処

幻
観

二
一
切

法

一
不
レ
在
レ
内

不
レ
在

レ
外
。

見
仏
に

つ
い
て

(
小

峰
)

二
二
七
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見
仏
に

つ
い
て

(
小

峰
)

二
二
八

不
二
過
去
未
来
幻
現
世
中
但
従
二因
縁
和
合
妄
見
一生
無
レ有
二実

定
殉
(
二

(8
)

十
五

・
二
〇
四

・
a
)
と
論

じ
、

さ

ら

に

は

『
械

喩

経
』

を
引

用

し
、

法

で
さ

え

も

捨

て

さ

る

べ
き

も

の

と
し

て
、

空

の
立
場

か

ら

主
張

さ

れ

て

く

る
。

こ

の
よ

う

に
、

具

体

的

に

は
四
念

処
、

八
背
捨

等

の
修

道

に

よ

つ
て
除

色

想

か

な

さ

れ

る

か
、

前

述

の
如
く

究

極

的

に
は
識

の
滅

除
、

即

ち
識

住

の
問
題

で
あ

る
。

そ

こ

で

『
喩
伽

論

』

は

つ
づ

い

て
、

云
何
念
二
所
行

一

諸
識

当
二永
滅

一

今
請
垂
二方
便

一

為
釈
令
レ
無
レ
疑

於
二

内
外
諸
受

一

都
不
レ
生
二欣
楽

一

如
レ
是
念
二
所
行

一

諸

識

当
二
永

滅

一
(
三

十

・
三
八
六

・
b
-

c
)

の
偶

を
説

き
、

有

余

の
所

摂

た

る

一
切

の
色

想

は
識

の
滅

に

よ

つ
て

断

ぜ

ら

れ

る

と
す

る
。
(
こ
の
偶

は
 
S
u
t
a
n
i
-
p
a
t
a
 
N
o
.
 
1
1
1
1

に
相
応
す
る
。
)

そ

こ

で

『
大

毘

婆

沙

論

』

で

は

さ

ら

に
識

の
滅

に
関

し
次

の
如

く

論

じ

て

い

る
。

此
中
愛
所
レ
潤
識
摂
受
不
レ
離
故
名
二
識
住
紹
有
説
。

此
中
諸
有
漏
識
随
コ
順
取

識

一
生
コ
起
執
着

幻
安

住
増

長
故
名

二識
住
殉
(
二
十
七

・
七
〇

六

・
c
)

(9
)

さ
ら
に
、
王
と
王
路

の
喩
を
も
つ
て
識
と
識
住
の
関
係
を
の
べ
、
結

論
的
に
は
有
漏
法
は
識
住
で
あ
り
、
無
漏
法
は
識
住

で
は
な

い
と
す

る
。
即
ち
、
色
想
は
我

々
の
意
識

の
奥
に
根
ざ
す
煩
悩
の
か
ら
み
を
意

味
し
、

従
つ
て
色
想
の
除
去
も
単
な
る
無
意
識
を
言
う
の
で
は
な
く
、

煩
悩
の
ま
つ
わ
る
識

に
流
さ
れ
な
い
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
主
体

的
な
あ
り
方
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
識
住
の
問
題
は

『
大
毘

婆
沙
論
』
で
さ
ら
に
四
識
住
、
七
識
住
と
論
ぜ
ら
れ
、
ま
た
大
乗
に
お

い
て
も
阿
頼
耶
識
の
問
題

へ
と
展
開
す
る
か
、
今
は
触
れ
な
い
こ
と
と

す
る
。
以
上
の
如
く
、
如
何
に
仏
を
見
、
か
つ
実
践
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
見
て
来
た
か
、
そ
こ
に
は
法
身
を
見
る
と
い
う

一
貫
し
た
流
れ
と

し
て
の
見
仏
思
想
を
理
解

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
は
般
若
経
に
も

共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば

『
大
品
般
若
経
』
法
尚
品
に
、

善
男
子
。
若
有
レ人
分
コ別
諸
仏
有
レ来
有
ワ去
。
当
レ知
是
人
皆
愚
夫
。
何
以

故
。
善
男
子
。
諸
仏
不
レ可
下以
二色
身
一見
加
諸
仏
法
身
無
レ来
無
レ去
。
ー
中

略
-
若
有
二衆
生
一不
レ知
二諸
法
如
夢
一是
仏
。
是
人
分
訓別
諸
仏
有
レ来
有
7

去
。
不
レ知
二諸
法
実
相
殉
故
。
(
八
・
四
二
一
・
c
-
四
二
二
・
a
)

『
小
品
般
若
経
』
も
同
様
な
立
場
で
あ
る
。
諸
仏
如
来
不
レ応
下
以
二色

身
一見
加
諸
仏
如
来
皆
是
法
身
故
。
善
男
子
。
諸
法
実
相
無
来
無
去
。

諸
仏
如
来
示
復
如
レ是
。

(
八
・
五
八
四
。
b
)
こ
の
よ
う
に
見
仏

と
し

て
、
そ
の
真
な
る
意
味
は
法
身
仏
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
は
す
で

に
 
S
g
t
a
n
i
-
p
a
t
a

か
ら
も
根
本
問
題
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
見
極
め

ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
、
そ

の
法
身
か
空
性
に
よ
る

法
性
身
と
明
確
に
さ
れ
る
の
は
般
若
経
の
立
場
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ

は
と
も
か
く
、

こ
の
よ
う
に
、
法
身
仏
を
歴
史

の
中
に
認
識
す
る
こ
と

は
、
仏
教
全
般
の
流
れ
の
な
か
に
そ
の
核
心
と
な
れ
る
も
の
を
認
識
す

る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
特
に
大
乗
の
出
発
点
と
し
て
の
般
若
経
の
う
ち

に
法
性
法
身
を
見
る
こ
と
は
、
爾
後
の
大
乗
仏
教
の
発
農
に
対

し
て
、

そ
の
指
標
を
明
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
か
で
き
よ
う
。

(註
略
)
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